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会長挨拶
会員が喜ぶ事業を目指して

　南事業会の会員の皆さんは会
社事業で地域に貢献されており
ます。街でお会いする時の皆さ
んの笑顔には何時も元気な力を
もらえます。それぞれの専門事
業で活躍されている会員の皆さんの協力で事業会
の運営は成り立っております。特に南事業会の会
員の皆様はアットホームな方たちが多く、会の事
業活動にも積極的です。お陰さまで、役所、警察
署、消防署の皆様にも「楽しい集まりですね」と評
価を頂いております。行政の皆様とは地域の行事、
防災キャンペーンなど地域に貢献出来る会として
も活動しております。直接的な仕事面のプラスが
多いわけではありませんが、行事に参加すること
で事業主の会員同士、明るく挨拶できる関係を作
るということは楽しいことです。地域愛、事業愛、
家族愛は大切な愛です。地域で生活と事業をさせて
頂いているお陰で幸せが有ります。忙しい事業、暇
な事業、儲かる会社、儲けが少ない会社、全部存在
して社会に貢献しているのが会社事業です。会とし
て行事活動のメニューは限られております。会員が
してほしい事を第一に考えて活動で喜んでもらう
には、会員の事業の発展に繋がる活動が一番です。
研修会、親睦会、経済情報活動、どれも必要です。
その活動で喜んでもらい、事業主が元気になり、会
社で働いている人が楽しく仕事をして、会社の利益
が上がれば事業主は満足です。事業主が喜ぶと家族
も喜びます。家族が喜ぶと事業主の評価も上がり家
庭も幸せです。事業主は毎月毎月数字で一喜一憂し
ております。利益が出れば喜ぶし、利益が落ちれば
元気をなくします。事業を継続する以上宿命です。
会の行事で大きな喜びは出来ませんが、小さな喜び
は出来ます。その小さな喜びをひたすら継続してい
きます。活動を継続するには会員皆さんの協力が一
番必要です。第二は財政の安定です。第三は活動の
実行です。内部の充実を計り財政を安定させること
で喜ぶ事業活動が出来ます。皆さんの協力を頂く
ことで更に会員に貢献出来る事業会を目指します。
南区のキャッチフレーズ、「南の風は暖かい」の言
葉通り皆様の暖かい応援よろしくお願いします。

　私のミッションは会員増強拡大が使命です。南区
の事業主の皆さんに喜んでもらえる活動には皆さ
んのご支援、ご協力が絶対に必要です。皆さんのお
力で喜ぶ事業活動を目指します。よろしくお願いし
ます。

横浜市長挨拶
平成２９年の年頭にあたって

　あけましておめでとうござい
ます。皆様が新たな年を迎えら
れましたことを、心よりお喜
び申し上げます。
今年は、これまで皆様と育ん
できた横浜の魅力、都市としての力を内外へ発信す
る機会が続きます。3月に開幕する「全国都市緑化
よこはまフェア」では、都心部から里山に至るまで、
街を美しい花と緑で彩り、市民・企業・団体の皆
様と進めてきた横浜の緑の取組をアピールします。
５月には「第 50回アジア開発銀行年次総会」が行
われます。開催への支援はもちろん、横浜市が進め
てきた持続可能な都市づくり、国際協力等の取組を
世界に発信していきます。8月には「ヨコハマトリ
エンナーレ 2017」を開催します。これまで５回の
開催実績を土台に、横浜だからこそできる、更なる
可能性に満ちた国際展にしていきます。
　また今年は、「横浜市中期 4 か年計画 2014 ～
2017」の総仕上げの年です。目標の達成に向けて
全力を注ぎ、市民の皆様とのお約束を果たしていき
ます。
切れ目ない子育て支援、教育の環境と質の向上、互
いを認め合い尊重しあう社会の実現に、力を注ぎま
す。地域包括ケアシステムの構築や健康づくりを推
進し、障害のある方、生活にお困りの方々への支援
もしっかりと行います。中小企業や商店街の皆様へ
の支援、成長分野の育成、更なる企業誘致に取り組
み、都心臨海部の活性化、郊外部の地域特性を活
かしたまちづくりを進めます。近年頻発する豪雨、
大地震への備えにも、改めて万全を期します。３月
には、横浜環状北線、南本牧ふ頭連絡臨港道路が開
通します。災害時に重要な役割を果たし、経済成長
にも寄与する都市基盤の整備を着実に推進します。

会  長
斎藤　隆正

横浜市長
林　文子
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　２年後にはラグビーワールドカップ 2019、翌年
には東京 2020 オリンピック・パラリンピックが
開催されます。昨年 11 月に推進委員会を設立し、
「オール横浜」での準備を進めています。横浜に世
界から注目が集まる、かつてない２年間とその先を
見据え、今年も取り組んでまいります。よろしくお
願いいたします。

南区長挨拶
賀詞交歓会に参加
して

　新年あけましてお
めでとうございます。
本日は南事業会賀詞交
歓会にお招きいただきありがとうございます。
また、日ごろから南区の様々な事業に、御理解と御
協力を賜り厚く御礼申し上げます。
南事業会の皆様におかれましては、社会経済状勢の
変化に対応した企業経営を実践され、地域社会の理
解を得ながら、地域企業として大変な御努力を積み
重ねられていることに深く敬意を表する次第でご
ざいます。　
　また、昨年は、区民祭りの一つである南まつりへ
の初出店など積極的に参加されるなど新たな事業
展開を行い、区役所としては、今まで以上の地域貢
献への期待をしているところであります。
横浜市では、市内中小企業に対する基礎的支援の充
実などによる本市経済の下支えとともに、成長に向
けた技術・経営革新の促進に加え、企業誘致や観
光ＭＩＣＥの促進、経済活動を支える都市基盤の整
備など本市経済の未来に向けた投資を行うことで、
経済の活力を生み出し、横浜経済の活性化を図って
いるところでございます。
南区役所としましても、さらなる区民の皆様に寄り
添った行政サービスを進めるために南事業会をは
じめ区民の皆様との「共感」と「信頼」、「横のつな
がり」を大切にし、ともに元気な、「あったかい南区」
を築いてまいりたいと思っております。
　南区の活気あるまちづくりには、南事業会の皆様
の力がぜひとも必要となりますので、御協力の程よ
ろしくお願いいたします。
　結びに、南事業会のますますの御発展と皆様方の
御健勝・御活躍を祈念いたしまして、新年のあいさ
つといたします。

新年賀詞交換会
　各テーブルにはご来賓の方々をはじめ、多くの方
が顔を合わせ、大変華やかな雰囲気の中「あけまし
ておめでとうご
ざいます！」斎
藤会長の景気の
良い元気な挨拶
から賀詞交歓会
は始まりました。

　年頭に相応しい
会長の言葉のあと
に祝辞が続きます｡
心のこもったお祝
いの言葉に拍手も
大きくなります。
　南区のマスコッ
ト「みなっち」の

人気が昨年より 630 位も上がったことや（今年
393 位だそうです）、ジョルダンと言う乗換案内な
どのサイトのお花見ランキングでは、大岡川プロム
ナードが上位に入っているという情報など、身近で
ちょっと嬉しくなるお話などもありました。アメリ
カの大統領が交代したことなど最新時事から日本
の景気のお話、そしてもちろん南区の今後について
のお話もありまし
た。
　待ちに待った乾
杯は、絶妙なタイ
ミングを見計らっ
たのか、会の開始
からちょうど 30
分後でした。

　新会員の紹介があったのは、ホテルの美味しい
食事でほどよくお腹が膨らんできた頃でしょうか。
熱心な会員の勧誘が功を奏し、6事業者の方が壇上
に上がりました。皆さんすでに地元でご活躍の方々
です。これから南事業会を一緒に盛り上げてくれる
仲間です。

南区長
大木　節裕

開会の挨拶
斎藤会長

ご祝辞
横浜市会議員　仁田昌寿様

乾杯の音頭
港南区工業会会長　稲村直之様
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　さて、お楽しみの時間です。受付で名札と一緒に
受け取った時から運命は決まっていました。そう、
福引です。
集まった景品はお
菓子、お酒、手帳、
商品券、お花、香水、
イスなど様々でし
た。
口には出さなくてもお目当てがあったかもしれま
せんが、それは当たりましたでしょうか。いずれに
してもゲットした方はおめでとうございます。外れ
た方は残念でしたが、お楽しみは次にとっておくこ
とに致しましょう。

　ニュース番組では、本当に毎日いろいろな事件が
報道されています。アメリカの大統領のワンマンぶ
りが話題に上った交歓会当日から、この季刊誌発行
まで 2か月弱です。その間にマレーシアで北朝鮮
の暗殺事件が起こり、経済の話題では日本でも東芝
が半導体事業売却や、関西の銀行の統合の話が上
がっています。プレミアムフライデーなる政策も現
れました。世の中、不安要素がここそこに溢れてい
ます。しかし賀詞交歓会に参加して、本当に皆さん
お元気で、不安も払拭するほどの活気を感じまし
た。平成 29年も斎藤会長を先頭に、景気よく活動
していきましょう！

石川精機製作所（株）／大坪工業（株）／（株）カンザイ／共同
写真（株）／高栄企業（株）／港南硝子（株）／（株）五條建設／（株）
ジェイコムイースト横浜テレビ局／シナリーチャイルド販社 H Ａ
ＮＡ営業所／（株）柴橋商会／（株）セレベル／千歳自動車工業

（株）／日本濾水機工業（株）／（株）濱田園／早川達雄様／（株）
平岡電機工事／防衛庁海上幕僚監部人事教育部／（株）マ ッ 
ク／南消防署／（有）旅館松島／（株）ワイシー・ドキュメント
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　--- 五十音順 ---

　景品寄贈いただいた企業様！！
　　　　　　　　　ありがとうございました。

「ご縁と歩み」
その２

タイ国でのボランティア

１）1969年、横浜本牧ライオ
ンズクラブの会員として朋
友とのご縁から、タイ等海
外へのボランティアの奉仕
活動を行うことになって以来、メンバー有志と共に東
南アジアを中心に教育用品及び生活物資をタイ国僻地
の小学生、住民等に贈呈する支援を今日に至る迄行っ
て参りました。支援は満10年時点で約25万点、総
額5千万円余、所要時間約5千時間余になりました。
以後今日迄毎年行って居りますが、数量は特に数えて
居りませんが可成の量かと思います。
この活動は、タイ国皇太后の発意によって設立された
タイ国王、立僻地教育振興協会の方々との協働により
行なわれたものであります。
この活動によってタイ国僻地の小学生、住民初め多く
の人々延べ数万人とのご縁が生まれました。この活動
は後日地元の方々の熱い要望により、タイ各地での小
学校建設の因となって来ました。

神中工業株式会社
代表取締役会長　石田 猛

学校建設事業等の活動実績
YIVA 校舎  第 10 校  竣工（平成 19 年 6 月）

新会員の紹介
「みなさんよろしくお願いします」
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２）1994年、私達は地元民＆タイ国教育省の熱く強い
要望に応え、タイ国にタイ・日国際支援財団を設立、そ
の翌年日本でのNPO法人横浜国際ボランティア協会を
有志各位と設立、今日迄運営をして居ります。設立以来
10校建設を目標としタイの人々の素晴らしい笑顔、微
笑みを毎年次出合うため日本政府の、郵政省、外務省、
ライオンズクラブ、ロータリークラブ、そして当会メン
バー、企業、市民等、各位のご縁から、有志のご協力を
得て2007年まで行い、10校建設を達成致しました。
2007年1月には、永年に渡るタイ国での私共の活動を
賞しタイ国スラユット首相より同国教育省最高の栄誉と
言われている教育貢献者賞を日本の団体として初めて同
省内で頂きました。

３）2008年以降はハードの支援活動よりソフトの支援
活動に方針を転換し、チェンマイの山岳民族カレン族へ
の教育及び物品支援、又タイ国小学生等への教育支援活
動と住民への文化親善交流にと大きく貢献して参りまし
た。

４）その一環として本年5月建設10校目の小学校の学
童や先生や保護者等と、チェンマイ在中の日本人会に「夢
と希望と勇気」をもたらすといわれているこいのぼりを
250本余り贈り、非常に子供達や住民等多くの人々に喜

ばれました。
出来れば今後ともより多くの子供たちにこいのぼりを贈
り、日・タイの文化の親睦交流、また両国社会経済の発
展に役立てたいと願って居ります。

５）然し、今後の支援の在り方は日・タイ両国又世界の
社会経済、生活状態の実態に即し、今迄と異なった活動
の在り方、形も想定し、見直しを行う必要もあろうかと
昨今考えて居ります。
現在会は、未だ貧困なアジア・タイの教育生活環境改善
をするため、その一環とし小学生の生活改善教育支援策
として託児所（保育所）の建設を企画し、近く実施の予
定ですが、建築及び、運営資金不足のため、只今有志各
位にご協力を願って居ります。
私は、過去のご縁と合わせ、現在のご縁を更に深め、未
来の奉仕に向かって歩みたいのでよろしくご好宜、ご支
援をお願い致します。

なお、文才なきため、きわめて乱雑な文章となりましたが、
皆様方の温かきご寛容のお心によってお許しの程お願い
申し上げます。

在タイ日本大使にて

こいのぼり贈呈

授賞式
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有限会社  誠行社

株式会社 トキワ

有限会社 キディ

昭和４３年７月横浜市南区において葬祭業を設立致しました。
以来　ご遺族にご負担がかからぬよう、葬儀進行はもちろん
のこと煩雑な手続き、参列者への接待などベテランスタッフ
がきめ細やかな対応をさせて頂いてまいりました。どうぞ安
心してお任せ下さい。

弊社は大手鉄道施設や商業施設内テナントの新装・改装工事
や建物の大規模修繕工事等を主に手掛ける会社です。
横浜市南区に事務所を構え、早 50年になりました。
神奈川県、東京都が主な現場です。
丁寧な仕事を一つ一つ積み上げていき、日々精進、邁進して
おります。
写真にあるのは、両国駅の商業施設「江戸 NOREN」の中に
ある「両国橋茶房」です。

他にも小田急マートや、海老名ビナウォーク、
相模大野ステーションスクエア、本厚木ミ
ロード等の商業施設も手掛けております。
商業施設等の店舗が完成し、お客様を迎え入
れる時の喜びはひとしおです。

ご葬儀に関わるすべてを誠心誠意をモットーにお応えします

愛される店舗の設計・施工を通して、駅前づくり、街づくりを目指しております

声をかけて頂いたものは何でも挑戦したいと思いますので、是非お声かけください

新会員紹介

業務内容：葬儀全般
代表者名：森田　正之
所  在  地：

【誠行社葬祭南斎場】
　〒 232-0017
　横浜市南区宿町 2 丁目 41 番地 1
　TEL : 045-741-7676　

【 誠行社本社】
　〒 232-0066
　横浜市南区六ツ川 2 丁目 100 番地
　TEL : 045-741-0028

【 戸塚誠行社】
　〒 244-0841
　横浜市栄区長沼町
　　　　　　826 番地 1
　TEL : 045-824-1192

業務内容：建設・工事業
代表者名：宮澤　裕
所  在  地：
　〒 232-0056
　神奈川県横浜市南区通町 1-9-3
　TEL : 045-714-3501

・	 御遺体のお迎えは市内・県
外にかかわらず、ご搬送い
たします。

・	 御遺体御安置
・	 ご希望の場所で宗教、宗派

を問わず承ります。
・	 自社式場がございます。
・	 24 時間受付・年中無休

業務内容：各種ノベルティの販売
代表者名：三上　喜美子
所  在  地：
　〒 235-0045
　神奈川県横浜市磯子区洋光台 2-1-30-101
　TEL : 045-832-7401
　E-mail : mikamik@yhc.att.ne.jp

　社名由来
家族 4 人のローマ字で喜美子の K、
勇夫（いさお）の I、大輔の D、勇
亮（ゆうりょう）の Y のカナ読み

　会社 PR
お問い合わせ頂いて、取扱ってい
る商品は何でも見積もりを出しま
すので、是非お問い合わせくださ
い。カタログ等よりお安くします。

平成３年主人の退職を契機に会社を設立する事になりまし
た。初めは団地の空き家の掃除を手伝いの人と 4人程で暫
くやっていましたが、昭和 51年からやっている " シュガー
レディー " の仕事が忙しくなり掃除の仕事は止めました。
ところが、平成 17年に有る方からせっかく会社を持ってい
るんだから何か始められたらどうですかと勧められ、会社の
内容を充実させ「のぼり旗、ベスト等防犯用品全般・非常食・
保存水・看板懸垂幕・太鼓の張り替え手配・パーティーのセッ
ティング等」を扱う。
【神奈川県・横浜市の入札指定業者】
として登録しました。

今一つ我が社の自慢は、
「セントポーリア、洋ラン」
等を 40年近く育てている
事です。
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区内初の試み
『安全安心キャンペーン』の開催
　『安全安心キャンペーン』
とは、従来は南警察署・南消
防署はそれぞれが関係団体協
力のもとに独自に南区を「明
るく住みよい安全安心のま
ち」にする目的各種キャン
ペーンを展開していました。
切り口は違いますが南区民の
安心安全のまちづくりという
目標は共通しております。
そこで、当『南事業会』が組織横断的に、合同して南
区の為に行動したらと区役所地域振興課に呼びかけ、2
月 13日最初の準備会議を警察署の各部署から 5名、消
防署から 5名、地域振興課より 4名、南事業会、南交
通安全協会、南火災予防協会、南区商店街連合会より
5名参加し開催しました。各組織とも一同に介しての
活動には賛同いただきました。今般は区役所地域振興
課主導により、まず初めに 3月 17日に区役所周辺、横
浜橋通商店街で、犯罪防止・交通事故防止、火災予防、
救急車の適正利用を訴えるキャンペーンを区役所、警
察署、消防署及び南事業会をはじめ関係団体合同にて
行います。
　今後の活動に注目して下さい。南事業会としても南
区に貢献する団体として、企画、協力して行く所存です。

ボーリング大会開催
　2017 年 3 月 16 日（木）18：30 より「ソプラティ
コ横浜関内店」にて開催しました。横山副会長より開会
の挨拶、浦野事業企画副委員長よりルール説明を頂き、
斎藤会長の始球式でゲームがスタートしました。13社
21 名が参加し行われたこの大会は 2ゲームのトータル
点数にて熱戦を繰り広げました。
ゲームを終えその後、表彰式が行われました。成績は
下記の通りです。今回の出場者は多くは有りませんで
したが、スタートしてみれば熱く盛り上がり楽しい時
間を過ごすことが出来ました。
参加された皆様には厚く御礼申し上げます。また残念
ながら参加頂けなかった会員様には、次回は是非ご参
加頂けますよう宜しくお願い申し上げます。

委員会だより
事業企画委員会より

　今年も桜の季節を迎えました。現在、下記の行事は決
定しておりますが、今後、経営者セミナー等を復活させ、
より活発な活動をして行きたいと思います。是非、桜ま
つりの際はご来場いただき一緒に盛り上げて下さい。
　また、５月の通常総会にも多くの会員様のご出席を
お待ちしております。
・4月	 2 日（日）	 桜まつり	 蒔田公園
・5月	24 日（水）	 29 年度通常総会	 ローズホテル横浜

組織委員会より

　地域に貢献できる事業会をめざして、平成 27年度よ
り、会員増加を第一の目標に掲げて活動をしてまいり
ました。平成 27 年度の純増会員数 10 社、平成 28 年
度 (2/28 現在 ) は 14 社増となり、現在会員数 106 社
となっております。これも会員皆様のご理解とご協力
の賜物であります。引き続き会員増加を推進してまい
りますので、宜しくお願い致します。

広報委員会より

　事業会ニュース発行は巻末の広告料で賄われていま
す。年 4回発行を目指しております。従来は暦年分と
して広告募集をさせていただきましたが、平成 29年度
より年度分募集させて頂きます。1号分不足となります
ので初回にて調整させて頂きます。ご理解、ご協力を
お願い致します。

優　勝	 332 点
	 古賀　正人　共同写真株式会社	
準優勝	 295 点
	 飯塚　睦子　株式会社セレベル
3 位	 269 点
	 山本　耕司　株式会社マック	

- 敬称略 -

大
会
成
績

大
会
成
績



南事業会ニュースの運営費は、会員様の広告収入で賄われています。

今後とも、ご協力の程宜しくお願い致します。

編集後記

　本 82号は、年４回の発行という本年度の事業計画通りの発行になりました。これも投稿いただいた方、発行費用を提
供いただいた広告主の皆様のお蔭であります。本欄をお借りして感謝を申し上げます。ありがとうございました。
　表紙の梅園は六ッ川の株式会社濱田園粟飯原勉様のご自宅の庭です。粟飯原様は十四代目の当主で約 300年来続く
旧家であります。写真撮影は 1月下旬…立春前で、本号が発行される頃は桜が咲く頃。季節の変わりは早いものだと感
じます。
　前号に引き続き『ご縁と歩み』その２として、石田様のライフワークであります～タイ王国に小学校を寄贈する活躍～
をご紹介します。

代表取締役　石川　　隆
石川精機製作所株式会社

代表取締役　杉谷　安雄
有限会社えのき商会

代表取締役　森　　研二
株式会社セレベル

代表取締役　竹村　統身
千歳自動車工業株式会社

取締役会長　橋本　祐二
日本濾水機工業株式会社

代表取締役　粟飯原　勉
株式会社濱田園

代表取締役　平岡　久雄
株式会社平岡電機工事

代表取締役　島田　秀世
有限会社旅館松島

代表取締役　朝香　雅文
株式会社ワイシー・ドキュメント

代表取締役　本田　政敏
株式会社本田工務店

代表取締役　山本　耕司
株式会社マック

代表取締役　水野　嘉和
有限会社水野ゴム

支店長　高田　　信
横浜信用金庫 吉野町支店

代表取締役会長　大坪　久己

代表取締役　横山　敦子
株式会社カンザイ

代表取締役　古賀　正人
共同写真株式会社

代表取締役　柴橋　和弘
株式会社柴橋商会

代表取締役会長　石田　　猛
神中工業株式会社

局　長　野中　範郎
株式会社ジェイコムイースト
横浜テレビ局

代表取締役　宮代　　茂
港南硝子株式会社

代表取締役　中村　栄一
高栄企業株式会社

代表取締役　橋本　正男
光洋電設株式会社

大坪工業株式会社


